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２月20日　　鹿児島市みなと大通り公園
2月27日　　鹿児島市中央公園

3月１3日　　鹿児島市中央公園　

3月２0日　　鹿児島市みなと大通り公園
3月27日　　鹿児島中央公園
　◎犬猫譲渡会は毎月下記予定で開催いたします。　　　　　　 

    第2・第4日曜日：中央公園
第3日曜日：みなと大通り公園　
中央愛犬病院（不定）

　　  　  　　    時間：午前10時～午後3時
　　　　　　　　  (天候により時間変更有り)

★譲渡会会場では、飼い主のいない猫（野良猫）の不妊手術、地域猫についてのご相談を受け付けております。
２月に入り、早くも発情時期に入っております。
雌猫の避妊手術は妊娠時でも可能ですが、母体に負担もかかり手術時にリスクも伴いますのでご配慮ください。

トラップケージ（捕獲用ケージ）貸し出しをご希望の方は、事前にご連絡ください。
アニマルホーディング（Animal Hoarding)
ここ最近、アニマルホーディング“という言葉を耳にするようになりました。これは、病的なアニマルコレクターを意味し、たくさんの動物を適していない環境で飼いながら、動物にも人間にも問題があることを自分で認識することができないという病的な飼い主です。驚くことに、ほとんどの飼い主は何匹動物がいるのかさえも把握していません。一度アニマルホーディングを犯したアニマルホーダーは、再びその行為を繰り返す可能性が高いのです。
アニマルホーディング研究評議会によると、アニマルホーダーは７６％が女性と報告されています。これまで一番多く被害に遭っている動物は猫、次いで犬。代表的なアニマルホーダーは次のように考えられています。
・過剰な世話タイプ　　動物だけが唯一の話し相手という多くは社会からやや孤立している状態の人。繁殖のコントロールなしという状態で飼い続けるうちに、動物の数があっという間に増えはじめ世話どころか、不衛生な状況を自分で認識することもできず、加えて相談できる人もなく・・・結局どうしようもない状態に陥ってしまうというタイプです。
・動物救助者タイプ　　動物を救うことが自分の使命であると頑なに信じ、一匹でも多くの動物を救おうと活動します。自ら積極的に不幸と思われる動物を集め、結局その数が増え続けることにより、スペース、食餌、衛生状態、ケアや医療措置において適した環境での飼育が困難になってきます。

ここ最近注目されだした問題で、これから動物保護団体、獣医局、警察などが皆で協力し解決していく必要があります。 　　　　　　　　参考文献Deininger E.. (2009) Animal Hoarding



◎賛助会員募集中：１口３０００円　会報を送付いたしますので、当会までご連絡ください。
　　　　　　　　　　さよなら　そしてありがとう　ノミ助

私がノミ助に出会ったのは８年前、大学の動物病院から「供血猫を引退する子で行き場のない子がいるんですが・・」と相談を受けたのがきっかけでした。「供血猫？」耳慣れない方も多いと思います。私も当時はその中の一人でしたから。「供血猫」とは動物病院で手術時などに輸血用の血液を採取するために飼われている猫の事です。
これまで文字通り身を削って同胞や獣医をめざす学生さんのために役に立ったのに、お役ご免になって行き場がないなんて・・・とすぐに我が家に引き取る決心をして迎えに行きました。８歳のオス猫とだけ聞いていましたが、ノミ助は９キロの巨体で白にところどころ茶の斑のある優しい表情の猫でした。学生さんに「名前は？」と聞くと「のみすけ」との事。「飲み助」が由来かなと思ったら、実は保護された時に「ノミだらけ」だったからとの事でした。その日から「ノミ助」は我が家の大切な家族になりました。
我が家に来てしばらくして、私はノミ助と他の猫との違いに気付きました。狭いケージを好みなかなか外へ出たがらないのです。これまで不自由な生活だったから、これからは思う存分自由に遊ばせてやりたい、運動不足の超肥満体を少しでも改善したいとケージから出そうと試みるのですが、抵抗して出て来たがらないのです。何故だろうと不思議でたまらなかったのですが、ノミ助の過去に思いを馳せてみてその原因に思い当たりました。彼が狭いケージから出られるのは、清掃の時と採血される時だけ。ケージから出ると痛い思いをするから、トイレもない狭いケージでも、そこが一番安心していられる場所だったのです。ケージの奥で大きな体を小さくして固まっている様子が不憫で不憫で「これからはゆっくり思い通りにしたらいいんだよ」と話しかけながら涙がこぼれました。

それから８年、我が家の２階で３０匹程の仲間達と穏やかな生活を続けてきました。「ドスドス」と走る姿は圧巻で我が家を訪れる誰からも愛される子でした。階下にいるとまるで人間が走っているような迫力があり、独身の私にあらぬ異性の噂が立ちそうと友人と話す事もありました。昨年１６歳になりあと何年我が家で一緒に過ごせるかなと思っていたら、思いがけず猫カフェのスタッフにとの声がかかりました。ノミ助の穏やかな風貌と性格。そして何よりも他を圧するダイナマイトボディには、猫好きな人を虜にする魅力があったからでしょう。手放す私の方が不安な気持ちで初めて猫カフェに連れて行った時も、先にいた成猫オスとも何のトラブルもなく、又次々に参加する新しい猫達もすんなり受け入れ、いつしか猫カフェの「社長」の肩書きも貰い頑張ってくれました。別れた私の寂しさとは関係なくどんなお客様にも可愛がられたノミ助。
糖尿病から少し体調を崩し、先日から又我が家で２度目の引退生活が始まりました。しかしそれも束の間、容態が急変し、意識のないまま一週間我が身の脂肪を燃やして昏々と眠り続け、看取る私を思いやるかのように、まるで眠っているように静かに息を引き取りました。

ノミ助は１６歳の生涯で多くの同胞の命を助け、獣医をめざす学生さんの役に立ち、最後は猫カフェで多くの方に猫の魅力を伝え、「供血猫」の名前も知らない方々に現実を知らせ、本当にたくさんのものを遺して逝きました。皆さんから贈られた花々に埋もれるように眠っている姿は、１６歳の高齢とは思えないほど若々しく安らかな表情でした。虹の橋を渡った先には、我が家で一緒に暮らし先立った猫たちが待っています。そしていつか私も後を追っていきます。「ノミ助、お母さんを待っててね」と呼びかけながら最期の別れをしました。「ノミ助、本当にありがとう。そしてさようなら」


会長 杉木和子
知っていますか？獣医師会の話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいん猫と犬の病院　

今林 律子　
「獣医師会」名前は聞くけど、一体具体的には何をしている団体なのかご存じですか？大元に日本獣医師会、その支部に鹿児島県獣医師会、さらにその支部に鹿児島市内の獣医師からなる「鹿児島地区獣医師会」があります。私は鹿児島地区獣医師会に所属していますので、鹿児島地区獣医師会の取り組みの話をしたいと思います。
なんと言っても夜間当番。日本全国に地方獣医師会は数あれど、夜間当番をしているのはごくわずかです。365日毎日午後8時から11時半まで鹿児島市内のどこかの動物病院が開いています。夜間当番の利用は099-258-5992に電話をかけると、その日の当番病院名と電話番号をお知らせしますので、電話で当番病院に連絡をしてから受診するようにして下さい。夜間に病気になり困ったオーナー様のためのシステムです。大いに利用してほしいと思います。ただ若干のお願いがあります。基本的に緊急な症例のための夜間病院です。一人の先生で対応している病院もあります。「一週間前から元気がないんだけど、診てもらえます？」「電話で相談したい事があるんだけど、、、」「往診をして下さい。」・・・というのは辞めてくださいね。鹿児島市内の獣医師会員一同で集まってこのシステムを作りました。夜遅くまで、非常に議論白熱した事を覚えています。様々な意見が出ましたが、最後は反対者もなく皆で頑張っていこうという事になりました。永く続けていきたいシステムです。皆様にも是非ご協力をお願い致します。
　狂犬病のお話。狂犬病の予防接種は獣医師会の中でも大切な事業の一つです。「狂犬病は過去の病気なんでしょ？」「うちの子は人を噛まないから大丈夫」「結局は獣医さんのお金儲けなんじゃない？」という話を耳にします。全部間違いです。狂犬病は人にも感染し、発症してしまうとほぼ100％死んでしまう（今まで一人だけ助かった女性がいるそうです。）とても恐ろしい病気です。狂犬病ウイルスに脳を侵され、なすすべなく狂いながら死んでいく世の中で最も悲惨な病気なのです。インド、中国では今現在でも毎年何万人も死んでいます。識者の話を聞くと、日本では撲滅に成功し今の所日本国内での感染はないですが、いずれは入って来る可能性があるそうです。  日本で狂犬病の感染が起こったら、口蹄疫、鳥インフルエンザどころの話ではなくなります。
ですので、年に一度の狂犬病の予防注射接種をお願いします。
そのほか、獣医師会は避妊去勢手術の助成金を出したり、地域猫活動の協力を行ったりしています。公共性の高い事業を、皆様のお役にたつようにこれからも獣医師会員一同で頑張っていきますのでよろしくお願いいたします。
あいん猫と犬の病院

鹿児島市春日町3-29

TEL：099-248-5303
診療時間：平日AM9:00~PM7:00

(12時から4時まではご予約の方を優先させて頂きます。)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　         土曜AM9:00~PM5:00

休診日：日・祝日

※但し、急患はこの限りではございません。



犬猫譲渡会・決定数


１２月１９日


子猫３匹


１２月１９日～１２月２６日


成猫４匹・子猫５匹


１月９日


成猫２匹


１月９日～1月２３日


成猫５匹・子犬８匹


これまでの合計譲渡数：３３２３匹


猫：２５３６匹


犬：　７８７匹





鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC：ロータリー地域社会共同隊　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/











ご支援をお願いします。


賛助会員会費・寄付について・・・


※ＮＰＯ設立以前のワンワン会員・ニャンニャン会員の方は賛助会員となります。


当会では、不幸な犬猫を救う為に日々活動しておりますが、まだまだ地域社会の理解は十分ではありません。運営・活動資金も不足しております。多くの方に私達の活動をご理解頂き、ご支援くださいますよう心からお願いいたします。


会費：1口3000円から（何口でも可）


ご寄付も随時受け付けております。


 ◎フード・ペット用品のご寄付も受け付けております。事前にご連絡ください。�




















〒892-0816


鹿児島市山下町15-1


かごしま市民福祉プラザ内


メールボックス11番


TEL 090－8760－2092








平成23年1・2月号

















会費・寄付金の振込先


・鹿児島銀行　本店　普通預金


口座番号 2362041


 特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・ゆうちょ銀行　


店番：788　店名：七八八（ﾅﾅﾊﾁﾊﾁ）


普通預金　口座番号0024674


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・郵便振替　


記号：17890番号：246741


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島









































